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今
回
、
退
任
さ
れ
た
役
員
の
み
な
さ
ま
、 

昨
年
１
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

就
任
あ
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さ
つ 

 
 

 
 

 

令
和
三
年
度
ふ
る
さ
と
振
興
会
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今
年
の
桜
は
例
年
よ
り
早
く
、
一
気
に
咲
き
誇
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
が
、
西
黒
田
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

日
頃
は
ふ
る
さ
と
振
興
会
議
の
事
業
に
物
心
両
面
に
わ
た
り
、
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流
行
で
、
令
和
二
年
度

に
於
い
て
の
事
業
は
中
止
ま
た
は
規
模
縮
小
で
の
開
催
と
な
り
、
今
年

度
も
厳
し
い
船
出
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
住
民
の
方
か
ら

「
今
年
は
行
事
が
な
く
て
楽
や
な
ぁ
」
と
い
う
声
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
中
で
、
地
域
の
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
ふ
る
さ
と
振
興
会
議
の
事
業
の
在
り
方
を
変
え
て
い
く
い
い

機
会
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
の
た
め
に
振
興
会
議
の
事
業
を

す
る
の
か
、
た
だ
今
ま
で
や
っ
て
き
た
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
続

け
て
い
く
の
は
難
し
い
。
無
く
て
も
済
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
。

行
事
が
な
く
て
楽
だ
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
れ
ば
、
楽
し
み
に
し
て
お

ら
れ
た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た
様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
新
し
い
事
業
の
形
を
模
索
し
て
い
く
時
期
が
来
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
負
担
感
な
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
程
や
開
催
方
式
等
協
議
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
は
不
審
な

火
事
や
不
審
者
の
目
撃
等
、
地
域
の
安
全
を
脅
か
す
事
例
も
起
き
て
い

ま
す
。
振
興
会
の
事
業
を
介
し
た
地
域
交
流
が
西
黒
田
地
区
の
安
全
を

守
る
一
助
に
な
る
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

    

今
年
は
「
き
ん
た
ろ
う
茶
屋
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、「
ま
く
わ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
も
継
続
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
将
来
像
「
一
人
ひ
と
り
が
共
に

楽
し
く
、
明
る
い
喜
び
を
重
ね
る
ま
ち
西
黒
田
」
で
あ
る
よ
う
に
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
住
ん
で
幸
せ
に
な
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
隣
人
が
コ
ロ
ナ
に

罹
患
さ
れ
て
も
心
無
い
言
葉
や
非
難
を
浴
び
せ
る
こ
と
な
く
、
く
れ
ぐ

れ
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

新型コロナウイルスの変異株により、感染拡大第４波が始ったとも言われていた状況を受けて、 

今年度も昨年同様、拡大理事会（令和３年度新自治会長さんにも同席いただく。）を４月１０日（土） 

に開催し慎重審議をいただきました。そして次の４事項を決定いただきました。 

（１）令和３年度通常総会を書面議決とすること。 

（２） 役員改選（議案３号）の採決 

（３） 第１四半期（４～６月）の主な事業の実施（議案第４号関係） 

①クリーン大作戦＆金太郎まち歩きの実施（５月１５日（土）） ②ソフトバレーボール大会の中止  

③金太郎相撲大会の中止 

（４） 新年度予算（議案４、５号）の第 1 四半期（４月～６月）分の執行の承認 

以下は、書面総会の結果となります。多くの質問・意見をいただいていますので次号でご報告致します。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新三役の方々 

令和 3年度 通常総会(4/17開催予定)は書面総会となりました。 

書面議決の結果は、下表のとおり５議案全て多数の賛成で可決いただきました。 

賛成 反対

議案第１号 令和2年度「西黒田ふるさと振興会議」事業報告並びに一般会計及び特別基金の決算承認について 113 1

議案第２号 令和2年度 西黒田まちづくりセンター指定管理料会計の決算承認について 113 1

議案第３号 役員改選について

議案第４号 令和3年度「西黒田ふるさと振興会議」事業計画、並びに一般会計予算について 113 1

議案第５号 令和3年度 西黒田まちづくりセンター指定管理料会計の予算について 113 1

議案第６号 金太郎子ども夢基金の積立てについて 114 0

※議案第3号の役員改選は規約第7条に基づき選任されますので、書面議決の対象外としています。

協議事項

(未提出　2)
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部 会 長 池野　則男 部 会 長 若林　宏 八条町 若林　宏 鳥羽上南町 大橋　康治

副部会長 橋本　文男 中川　弘章 本庄新町 濱田　美佳 小一条町 藤居　昇

企画委員 高森　茂人 田中　康仁 常喜西町 川村　良治 主任児童委員 清水　聖子

企画委員 清水　吉光 柿木　富次 中川　美幸 北村　由子

（体育担当） 坂東　清吾 小川　亨 若林　佳子 八条町 福永　信子 鳥羽上北町 山本　明広

中川　仁平 武田　竜治 本庄町 大久保茂子 鳥羽上南町 大橋　優子

大橋　孝行 中尾　保弘 部 会 長 福永　光信 本庄新町 山本　章子 名越町 久保田久喜

宮﨑　林平 池野　雅行 副部会長 森　　幹雄 中尾   麻実 常喜東町 別符　孝明 布勢町 澤村喜代嗣

池野　泰共 企画委員 清水   伸一 澤居   大介 常喜西町 北川　健 小一条町 池野　友之

（ｽﾎﾟｰﾂ委員） 藤井　辰也 池野　泰共 別符　剛司 引山　順二 常喜新町 別符　剛司

辻森なつみ 清水　聖子

（文化担当） 清水　吉光 武田　整

森　　雅寛 小林　幹夫 部 会 長 江﨑　道幸

那須　正行 大橋　良英 副部会長 中尾　嘉男 橋本　隆治

中尾　喜彦 天野　太樹 企画委員 清水　智夫 大久保末廣

池野　真一 池野　聖人 高木　良道 清水　温

民 生 委 員

福 祉 委 員

青少年健全育成部会

安 全 環 境 部 会

体 育 文 化 部 会 地区社会福祉協議会部会

副部会長
（体育担当）藤井　辰也

（文化担当）中川　敏幸

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

交通安全祈願祭 
4 月 3 日(土)まちづくりセンターにて西黒田を守る会主催の「交

通安全祈願祭」が開催されました。今年も昨年と同じように、新型コ

ロナウィルス感染拡大防止のため、新１年生と通学班の班長、子ども

会の会長、自治会長と参加人数を縮小しての開催となりました。新年

度の交通安全を祈願し、新一年生には、伊藤神官さんより交通安全の

お守りをいただきました。 

        

☆ちょこっとサポート・・お困りごとお手伝いします(要相談) 

☆お買い物ツアー・・・ 6月 12日(土)、26日(土)  

※詳しくは、きんたろうサポート会の保存版チラシをご覧ください。 

  お申し込み・お問い合わせ ☎ 62-0381  

 
 

クリーン大作戦 
５月 15 日(土)西黒田クリーン大作戦が開催されました。 

昨年は中止でしたが、今年は密にならないよう６コースに分かれ、

注意を払いながらゴミ拾いが行われました。 

昨年の不法投棄分もあり、場所によってはたくさんのゴミの回収

をしていただきました。参加者の皆さん、蒸し暑い中ありがとうご

ざいました。 

(敬称略) 

西黒田の明日
あ す

を託す“きんたろうっ子” 

子ども達を伸ばす『魔法の言葉』 

今の大多数の子ども達は、１２年間の学校教育により自尊感情が傷つけら

れ、生きる力の源泉である「自らのやる気（モチベーション）」を、学校で

の勉強においても発揮できなくなっていると言われています。 

そのエビデンス（科学的な根拠）の一つに、親がいくら言っても子ども達

は「ゲーム」をやめようとしませんが、学校の勉強は宿題が終わるとそれ以

上は続けようとしないことが挙げられています。それは「自分の成長」を勉

強では見い出しにくいけれど、ゲームではそれが「見える化」されているか

らだと言います。しかしながら、学校では辛抱してやることこそが「勉強」

なのであるという価値観に重きを置かざる得ず、勉強の成長を測るものさし

は、１００点満点のテスト（減点法）です。１００点を取り続ける子の自尊

感情は育まれていきますが、そうでない子は、１００点を取るように頑張れ

と叱咤激励こそされますが、それは同時に潜在的自尊感情が１２年間傷つき

続けられることになります。そのことは、肝心の社会に出てからのモチベー

ションに負の影響を与えることになります。大学卒が各段に増えた今、減点

主義は、アメリカのように大学生からでいいのではないでしょうか？ 

さらには、時代は変わりキャッチ・アップ（追い越せ、追い抜け）の時代

は、ここ西黒田でも終わりを告げたみたいです。私たち世代が刷り込まれて

いる「気合・根性・努力」という２０世紀型キーワードも、２１世紀の今は、

「楽しいよね・面白いよネ・わくわくするよネ」だそうです。 

そこで、西黒田の次代を担ってくれる“きんたろうっ子”に、子ども達の

やる気をなくす「しちゃダメ」という否定的言葉や、下記の『（２）呪いの

言葉』は極力飲み込んで、『（１）魔法の言葉』をできるだけ多く掛けていき

たいものです。 

（１）魔法の言葉 

A．承認が伝わる言葉 ①すごいね。 ②さすがだね。 ③いいね。 

B．感動が伝わる言葉 ①なるほどね。②知らなかった。 

C．感謝が伝わる言葉 ①ありがとう。②嬉しい。   ③助かった。 

（２）呪いの言葉 

①ちゃんと（きちんと）しなさい。②はやくしなさい。③勉強しなさい。 

（※）自尊感情：自分に自信や誇りを感じる潜在意識 

 

INFORMATION・今後の予定 

※ 新型コロナウイルスの影響により、 

中止となる場合があります。 

６月 12 日(土) 暮らしの支えあい検討会 

６月 25 日(金) 座ぶとん会議 

６月 26 日(土) レディース講座「リボンかご作り」 

７月 ３日(土) 子ども学び座「きんたろう紙ずもう大会」 

７月 10 日(土) 各町サロン交流会 

７月 17 日(土) 忠魂碑清掃 

 

mailto:nishikuro-machisen@nishikuroda.sakura.ne.jp

